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コンテスト 
 

 

部門    ： 活用アイデア部門  

 

作品のタイトル  ：GoogleTest と FakeFunctionFramework による 

TOPPERS アプリケーションの単体テスト自動化 

 

作成者   ：仙石 友輝 

 

共同作業者  ：薄井 茜、髙橋 佑梨、村山 晴基 

  

対象者   ：組込みソフトウェア初心者、 

単体テストの自動化にご興味のある方  

 

使用する開発成果物 ：TOPPERS/ASP3 カーネル  

 

目的・狙い 

 

・目的 

組込みソフトウェア開発では、実機が用意されないと通信系やレジスタ・メモリ

系のテストが困難です。ソースコードを改変すれば出来なくもないですが、製品

に載せるソースコードに手を加えることは避けたいです（品質が担保できなくな

る）。ソースファイルを疑似テスト用と本番用で入れ替えすることも考えられます

が、かなり手間となります。 

これらの課題を解決する為に、GoogleTest と FakeFunctionFramework(FFF)を

用いて、本番用ソースコードに手を加えず、実機不要の単体テスト環境を構築し

ました。 

・狙い 

昨今の半導体不足や短納期開発における実機不足の改善。 

誤ってテストコードが本番用ソフトに混入することの防止。 

いきなり大規模開発に単体テスト自動化を適用しようとすると失敗しがちのた

め、先ず小規模なカップラーメンタイマに適用することで、基本を理解する。 

 



アイデア/アプリケーションの概要 

 
1.著作権表記 

コンテスト応募に伴い、「組込みソフトウェア開発技術の基礎」を改変・再配布する形にな

るため、著作権を以下のとおり示します。 

 

私共 4 人は、パイオニアシステムテクノロジー(株)の 2022 年度新入社員です。 

新入社員研修にて、名古屋大学情報学研究科附属組込みシステム研究センター

(NCES)の「組込みソフトウェア開発技術の基礎」(以降、「組込みソフトウェア開発

技術の基礎」と略)を教材として学習しました。 

次に、弊社の 2021 年度新入社員が第 11 回 TOPPERS 活用アイデア・アプリケーシ

ョン開発コンテスト活用アイディア部門銀賞を頂いた「データキュー機能と固定長

メモリプール機能を用いたタスク間通信に関する教材」に沿って「組込みソフトウ

ェア開発技術の基礎」に掲載のカップラーメンタイマを改造しました。 

これらの学習内容を基にプロジェクト演習にて、カップラーメンタイマの単体テス

ト自動化環境を作成しました。今回の応募作品は、このプロジェクト演習をまとめ

たものになります。 



2.テスト対象 

テスト対象はカップラーメンタイマです。カップラーメンタイマの外観や仕様、開発環境

等は、「データキュー機能と固定長メモリプール機能を用いたタスク間通信に関する教材」

を参照願います。 

https://www.toppers.jp/contest.html 

 

 

3.おすすめの学習順 

(1)組込みソフトウェア初心者の場合、先ず「組込みソフトウェア開発技術の基礎」にて学

習するとよいでしょう。この教材は初心者向けの教材で、とても分かりやすいです。また

この教材は、初心者が最初に躓きがちな開発環境の構築方法についても分かりやすく記載

されてます。 

(2)次に前項で紹介した「データキュー機能と固定長メモリプール機能を用いたタスク間通

信に関する教材」でテスト対象を理解してください。この教材は「組込みソフトウェア開

発技術の基礎」と同一の開発環境、及び同一のハードェア構成のため、シームレスに学習

することが出来ます。また、カップラーメンタイマの仕様も「組込みソフトウェア開発技

術の基礎」と同一のため、正しく動作しているか否かがすぐ分かります。 

(3)テスト対象を理解した上で、添付のスライドとサンプルコードにて単体テストの自動化

に取り組むとよいでしょう。 



4.アプリケーションの概要 

GoogleTest ＋ FFF（Fake Function Framework）によるカップラーメンタイマの単体テ

スト自動環境になります。タスクのエントリポイント等で多用される無限ループを含む関

数のテストにも、TOPPERS サービスコールの偽装によって対応しております。 

テスト結果は Dos プロンプト(図 1)に表示されるとともに xml に出力(図 2)、xml をパース

して csv に変換します(表 1,表 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.テスト結果の表示 



 

図 2.テスト結果の xml 出力 

 

表 1.テスト結果概要出力 

 
 

表 2.テスト結果詳細出力 

 
 



5.動作環境 

この単体テスト環境は、以下の環境で動作確認しております。 

Windows10 Pro 64 ビット 

Pleiades All in One Eclipse リリース 2021 Ultimate  

Windows x64 Ultimate Full Edition 

https://mergedoc.osdn.jp/#pleiades.html 

上記サイトから、Eclipse Ultimate をダウンロードしてインストールしてください(この単

体テスト環境はCDT とPython を使用するため、Ultimate 版をインストールしております)。 

Python と gcc の環境があれば他の環境でも動作すると推測します。 

 

環境設定の詳細は添付のスライドを参照願います。 

 

6.添付ファイルの構成 

・教材のスライド:slide.pptx  

  先ずこのスライドをご覧下さい。以下の様に順を追って説明しております。 

 

・テスト対象のソースコード: 

sample¥RX63N¥cup_timer10 -> NCES TRAINING BOARD 用 

sample¥stm32¥cup_timer10 -> STM32F401 Nucleo 用 

・単体テスト環境一式:unit_test フォルダ 

 

以上 


